
コース予約の作成 

こんにちは このチュートリアルでは、コース予約のコンポーネントとワークフローと 

 

コースレコードとリーディングリストの作成方法について学習します 

 

このセッションはEx Libris Legantoを対象としていないことにご注意ください 

 

機関がLegantoを使用してリーディングリストを管理している場合 

 

[図書館スタッフ向けLeganto]トレーニングセッションをご覧ください 

 

Almaのコース予約の構造は4つの部分に分かれています 

 

コースレコード、リーディングリスト、引用、リソースです 

 

コースレコードには、コース名 

 

コースコード、インストラクター、コースの開始日と終了日など、コースに関する基本的な情報が含ま

れています 

 

これは階層の中で最も高いレベルであり、すべてのコースは学部に関連付けられています 

 

これは後ほど説明します 

 

コースレコードを更新することで、学期ごとに再利用できます 

 

次はリーディングリストです 

 

1つのコースレコードに複数のリーディングリストを含めることができます 

 

階層の3番目は、リーディングリストに含まれるアイテムの書誌引用です 

 

タイトル、著者、出版社、ページ番号を含む 

 

リーディングリストの記事や書籍の引用のみです 

 

この情報はAlmaに手動で入力するか 

 



機関が設定していれば、LegantoからAPIを介して読み込むことで入力できます 

 

最後にリソースです これは内容が充実した引用です 

 

引用を実行する方法はいくつかあります 

 

アイテムはデジタル化でき、標準のデジタル化ワークフローに従います 

 

デジタル化されたファイルは、Primoにアップロードしてディスカバリーできるようにしたり 

 

インストラクターにメールで送信してコース管理システムに読み込ませることができます 

 

物理的アイテムはコース予約の場所に移動できます 

 

このプロセスは、リクエストオペレーターの役割を持つすべてのスタッフが処理できます 

 

移動したアイテムは、その場所に割り当てられたフルフィルメントポリシーを継承します 

 

一時的なアイテムレコードを作成できます 

 

現在の目録に掲載されていない学部用のコピーやオンラインアイテムなどです 

 

簡易レコードは、リーディングリスト内から作成できます 

 

最後にユーザーがアクセスする、目録へのリンクからでも可能です 

 

これで、学生はPrimoでコースを検索するときにアイテムを見つけることができ 

 

そのアイテムが配架場所にあるか、電子的に利用できるかを確認することができます。 

 

このオプションでは、アイテムを実際に「管理」する必要はありません 

 

なぜなら、学生はリーディングリストからナビゲートするだけだからです 

 

すべてのアイテムが回収されたら 

 

図書館スタッフはそのリストをインストラクターに戻し 

 

コース管理システムに入力してもらいます 



 

さらに、コースの開始時に、AlmaはPrimoでリーディングリストを公開します 

 

コースレコードを作成するには、フルフィルメントサービスマネージャーまたはオペレーターの役割が

必要です 

 

またはコース予約マネージャーまたはオペレーターの役割が必要です 

 

[フルフィルメント] + [コース]に移動します 

 

ここでは、すでに作成されているコースレコードを表示および編集したり、新しいレコードを作成した

りできます 

 

新しいコースを作成するには、[コースを追加]をクリックします 

 

次に、コースコードを入力します 

 

名称 

 

このコースのリーディングリストを満たす部署を指定する処理部署 

 

学部と用語のリストはオプションであり、機関向けに構成できます 

 

ステータスは開始日と終了日に関連付けられています 

 

Almaがリーディングリストを[ディスカバリー]に公開する時期を決定します 

 

検索可能なIDは、Almaでコースを見つけるために使用できる追加の検索用語を提供します 

 

インストラクターには、コースを教え、リーディングリストを作成する個人を追加することができます 

 

リーディングリストをコースに追加するためには 

 

必要なコースの行アクションツールを開き、[リーディングリスト]を選択します 

 

これで、コースの既存のリーディングリストを見ることができます 

 

新しいリストを作成するには、[リーディングリストの追加]をクリックします 

 



ポップアップで、リーディングリストコードを入力できます これはコースコードと同じにすることがで

きます 

 

ただし、後で変更することはできませんのでご注意ください 

 

名称はコースのフルネームです 

 

ステータスは最初は[準備中]に設定されており、ワークフローの進行中に後で更新できます 

 

返却期限日は、アイテムを配架場所に戻す期限日です 

 

デフォルトはコースの終了日です 

 

完了したら、[追加して閉じる]をクリックして新しいリストを作成し、ポップアップを閉じます 

 

次のチュートリアル[リーディングリストの作成]で 

 

リーディングリストを作成するプロセスを完了する方法をご覧ください 

 


